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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年4月2日(2009.4.2)

【公開番号】特開2007-219147(P2007-219147A)
【公開日】平成19年8月30日(2007.8.30)
【年通号数】公開・登録公報2007-033
【出願番号】特願2006-39581(P2006-39581)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   7/04    　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ   7/04    　　　Ｅ
   Ｇ０２Ｂ   7/08    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月16日(2009.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影レンズを保持するレンズ保持部材と、前記レンズ保持部材を撮影光軸方向に進退移
動させる該光軸方向に伸びるリードスクリューと、前記リードスクリューを支持する支持
部材と、前記リードスクリューを駆動する駆動手段と、前記駆動手段を保持する保持部材
とを有するレンズ駆動装置であって、
　前記リードスクリューのネジ部の根元に形成した第１の支持部を前記支持部材において
、前記リードスクリューの前記ネジ部の根元から隔置して形成した第２の支持部を前記保
持部材において、それぞれ回転可能に嵌合支持することを特徴とするレンズ駆動装置。
【請求項２】
　前記第２の支持部は前記保持部材の支持孔に線接触の状態で嵌合していることを特徴と
する請求項１に記載のレンズ駆動装置。
【請求項３】
　前記第２の支持部を円錐状に形成することを特徴とする請求項１又は２に記載のレンズ
駆動装置。
【請求項４】
　前記第２の支持部を球状に形成し、前記保持部材の支持孔を円錐状に形成することを特
徴とする請求項１又は２に記載のレンズ駆動装置。
【請求項５】
　前記第１の支持部と前記第２の支持部との間に前記駆動手段を配置することを特徴とす
る請求項１～４のいずれか１項に記載のレンズ駆動装置。
【請求項６】
　前記第２の支持部と前記保持部材との係合長を、前記リードスクリューと前記支持部材
とのスラストすきまより長く設定することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記
載のレンズ駆動装置。
【請求項７】
　付勢手段により、前記第２の支持部を前記保持部材側に付勢することを特徴とする請求
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項１～６のいずれか１項に記載のレンズ駆動装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明のレンズ駆動装置は、撮影レンズを保持するレンズ保持部材と、前記レンズ保持
部材を撮影光軸方向に進退移動させる該光軸方向に伸びるリードスクリューと、前記リー
ドスクリューを支持する支持部材と、前記リードスクリューを駆動する駆動手段と、前記
駆動手段を保持する保持部材とを有するレンズ駆動装置であって、前記リードスクリュー
のネジ部の根元に形成した第１の支持部を前記支持部材において、前記リードスクリュー
の前記ネジ部の根元から隔置して形成した第２の支持部を前記保持部材において、それぞ
れ回転可能に嵌合支持することを特徴とする。
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